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研究成果の概要（和文）：　本研究では、明示的な文法指導や、学習者の誤りへの明示的訂正の効果について研
究してきた。そして、それらが効果的である文法項目の特徴には次のような共通点があることを見出した。a.規
則の内部構造が単純な項目, b.語彙的意味の伝達が主となる項目, c.日本語（母語）に同じか類似した概念・構
造が存在する項目, d.今までに十分に教えられてこなかった項目。さらに、明示的文法指導，誤り訂正が効果的
である学習者側の条件には次のようなものがあることも見出した。a.教師の説明が十分理解できるほどの認知能
力・分析能力がある。b.当該文法項目の規則が受け入れられる段階にまで英語の習熟度が到達している。

研究成果の概要（英文）：　This study claims that explicit instruction (EI) with explicit error 
correction (EEC) can be effective for acquiring linguistic items which mainly convey lexical 
meaning, and have not been taught enough. On the other hand, EI with EEC cannot be effective for 
linguistic items which mainly convey formal grammatical functions, which are already well known to 
the learners. The study also claims that EI with EEC are more effective for those learners whose 
general second language proficiency levels are high. We support these assumptions by presenting 
three experiments concerning the acquisition of English sentential subjects and grammatical 
morphemes by Japanese adult learners of English.
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１．研究開始当初の背景 
 最新の第二言語(L2)習得研究では、２つの
重要な理論的進展が見られる。一つ目は、習
得研究の方向性が、単一領域における言語項
目の習得研究から、「文法のモジュール性
(module)」(Jackendoff, 2002)という考え方に変
化し、複数のモジュール間、つまりインター
フェイスでの言語項目の習得研究という方
向に移行してきたことである(Sorace, 2003）。 
二つ目の進展は、習得における「容易さ」
対「困難さ」の対比を、従来のように「パラ
メータ値の再設定の難度」という観点から分
析するのではなく、「インターフェイスの問
題」として捉え直し、どのインターフェイス
での習得が容易で、どのインターフェイスで
の習得が困難であるかという視点から考察
するようになったことである(Sorace & Filiaci, 
2006; White, 2011)。 
２．研究の目的 
本研究では、外国語学習者のつまずきの要
因を理論的に予測し、次にその予測を実証的
に検証し、教室での効果的な指導法や学習方
策の開発に寄与することを目的とする。その
際、言語学と第二言語(L2)習得研究の知見を
応用する。その成果を踏まえ、否定証拠の提
示を含む明示的指導が、どの程度効果的であ
るかを実証的に検証し、指導法の具体案に繋
げて行く。 
３．研究の方法 
本研究は、L2学習者のつまずきの要因を文
法モジュールに沿って予測・検証し、何が容
易で、何が困難かをインターフェイス理論に
基づき考察する。そして、その成果を、実践
的な観点から、効果的な外国語指導法の開発
に活用することを目的とする。 
 
４．研究成果 
■一連の実験から得られた 16 の結論 
（1）教師の明示的な指導，誤り訂正は，短
期的（つまり，指導直後）にはほとんどの調
査項目に効果があった。 
（2）しかし，２か月以上にわたって，その
効果が持続するかという段になると，効果が
持続している項目と，していない項目とに分
かれた。 
（3）その両者の違いをもう少し細かに分析
してみると，効果の持続しない項目の特徴の
1 つとして，それらが文法的な機能を伝える
ことを主とする項目，いわゆる，機能範疇や
文法形態素と呼ばれる項目に属するもので
あることが分かった。 
（4）一方，比較的長期間にわたって効果が
持続する項目の特徴の 1つは，語彙的な意味
の伝達を主とする項目であることが分かっ
た。 
（5）（3）と（4）を裏づける証拠として，明
示的指導に基づく誤り訂正によって文法形
態素の難易度順序を変えることはできなか
ったことがあげられる。 
（6）誤り訂正の効果が低い項目のもう１つ

別の特徴として，母語転移の影響がある。特
に，母語に類似した概念がない項目は，形式
的難しさというよりも（つまり，「have +過
去分詞」「be + -ing」といった形が難しいと
いうこと），その概念自体の理解に時間がか
かり，そのために習得が遅延してしまう。 
（7）したがって，そのような項目について
は，明示的指導では形式の指導に重点を置く
のではなく，その概念を理解するために時間
をかけることが重要となる。 
（8）誤り訂正の効果にさらに影響を与える
と考えられる要因に，その文法項目の内部規
則の複雑さというものがある。 
（9）したがって，ある単一の文法項目であ
っても，その下位用法の複雑さの度合いによ
り習得に困難度の差が生じる（例：可算名詞
の複数形と不可算名詞の複数形とでは難し
さが異なる）。 
（10）一方で，規則の概念的な難しさを学習
する必要はなく，形式のみを学習することが
中心となる項目には，アウトプットを増やす
ための有意味反復練習が有効となる。 
（11）また，学習の初級段階から，ほとんど
誤りをしない文法項目もある。 
（12）明示的指導の効果や誤り訂正の効果は
学習者の英語の習熟度と関係が深い。つまり，
ある１つの文法項目を文内で使用する際に
は，必ず他のいくつかの文法項目が深くかか
わっており，それらと関連づけて理解してい
くため，習熟度の高い学習者の方により効果
的なのである。 
（13）教室環境で英語を習う学習者にとって，
明示的指導の効果や誤り訂正の効果は，その
学習者の認知能力，分析的思考能力と関係が
ある。つまり，教師の説明をどの程度理解で
きるかどうかということと関係がある。 
（14）今までに十分に教えられてこなかった
文法規則，または忘れてしまっている文法規
則には明示的指導に基づく誤り訂正が効果
的である。 
（15）しかし，だからといって，明示的に教
えられた瞬間から，規則をすべて理解し，正
しく使用できるようになるわけではない。 
（16）そして，明示的指導を行ったとしても，
当該文法項目がどの被験者も完全に習得で
きるようになるかは分からない。おそらく，
そうはならないだろう。それは，本実験の被
験者の平均正答率がどの項目においても
100%に到達しなかったことからも明らかで
ある。 
以上を簡潔にまとめれば，次のようになる。 
■ 明示的文法指導，誤り訂正が効果的であ
る文法項目の特徴 
a. 規則の内部構造が単純な項目 
b. 語彙的意味の伝達が主となる項目 
c. 日本語（母語）に同じか類似した概念・構
造が存在する項目 
d. 今までに十分に教えられてこなかった項
目 
■ 明示的文法指導，誤り訂正が効果的では



ない文法項目の特徴 
a. 規則の内部構造が複雑な項目 
b. 文法的機能の伝達が主となる項目 
c. 日本語（母語）に同じか類似した概念・構
造が存在しない項目 
d. その規則について既に十分な知識を持っ
ている項目 
学習者側の学習者の条件は次のようにな
る。 
■ 明示的文法指導，誤り訂正が効果的で
ある学習者側の条件 

a. 教師の説明が十分理解できるほどの認
知能力・分析能力がある。 

b. 当該文法項目の規則が受け入れられる
段階にまで英語の習熟度が到達している。 

 
以上の筆者の仮説に基づいて，中学校と高
等学校で学習する文法項目を分類した（紙幅
の制限のため、一部のみを抜粋した）。 
（1） もともと誤りが少なく，誤っていて
も一時的であるため，指導にさほど時間をか
けなくてもよい文法項目 

a. 語順（主要部の位置） 
b. 代名詞の格変化 
c. 進行形の ING 
（2） 日本人英語学習者にとって非常に習
得が困難な文法項目 

a. 冠詞 
b. 不可算名詞の複数形 
c. 前置詞 
（3） 日本人英語学習者にとって比較的習
得が困難な文法項目 

a. 三人称単数現在形-s 
b. 進行形や受動態の be助動詞 
c. 時制・相（現在完了形を含む） 
（4）規則そのものは簡単であるが，長期
間誤りの続く文法項目 

a. 三人称単数現在形-s 
b. 不定冠詞(a/an) 
c. 一般動詞の過去形（特に規則過去形） 
（5）（日本語と比較しながら）相違を教え
るべき主な文法項目 

a. 主語と話題の相違 
b. 自動詞と他動詞の相違 
c. 時制・相（現在完了形を含む） 
（6） 有意味文脈の中で繰り返して練習
するのが良さそうな文法項目 

a. 一般動詞の過去形 
b. 比較表現（中学校で学習する範囲） 
c. 可算名詞の複数形 
（7） 概念そのものを指導すべき項目 
a. 現在完了形 
b. 仮定法 
（8） 説明が足りなかったために誤りを
していた／習得が遅かった項目 

a. 接続詞 
b. 独立所有格 
c. 類似した意味を持つ語彙の用法 
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